
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（活動写真） 

（諏訪地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 諏訪地域日本遺産活用促進ウォーキングガイド作成事業（第二年次） 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人大昔調査会 

（代表理事 髙見俊樹 090-8328-2544 ttakami3@gmail.com） 

事業区分 （３）教育、文化の振興  （６）産業振興。雇用拡大（ア 特色ある地域づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費 769,620 円（うち支援金： 637,000 円） 

① 歩いて学ぶｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽの提示 

② 縄文遺物の出土場所を知る 

③ 「縄文世界」の背景環境も体感 

④ 学芸員が語る特別解説も掲載 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・各地域の代表的縄文遺物をピックアッ

プし重点解説。その出土場所と周辺エリ

アを歩いて学ぶ新しいタイプのガイド

ブックを作成配布できた。 

・地域住民や観光客が日本遺産をより身

近に感じられる活用法を提示した。 

【お試しガイドウォーク：岡谷市】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

・諏訪地域に豊かな「縄文文化」が存在したことは、住

民や観光客にとって地域の魅力の大きな要素となって

いる。「ウォーキングガイド」は楽しみながらそれを再

確認するためのツールとなる。 

・歩いて回れるモデルコースの提示により、日本遺産を

楽しみながら学べるとともに、周辺観光スポットへの波

及効果も期待できる。「縄文の里に住む現代の人々の営

み」もまた日本遺産の‘背景環境’として浮かび上がる

ことになる。より身近な存在としての日本遺産を、観光

客にも地域住民にも意識付けする効果が期待できる。 

・日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」の構成文化財

を中心に、各市町村の一定エリアを楽しみながら歩いて

回れる「ウォーキングガイド 02」を作成し刊行した。 

・６市町村ごとに魅力的な土器や土偶１点を取り上げ、

その出土地点を中心にウォーキングコースを設定。縄文

遺跡やその他の見学スポットの情報も加えたイラスト

マップを作成。学芸員による逸品の特別解説も掲載。 

・諏訪地域６市町村他に配布し、住民や観光客の希望者

には無償提供できるよう関係施設等に配置予定。 

・昨年度作成した「ウォーキングガイド 01」を利用した

お試しガイドウォークを岡谷市にて１回実施し、本ツー

ルの利用方法を提示し、好評を得た。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・完成した「ウォーキングガイド」を活用したお試しガイドウォークを特定のエリアにて実施し

てガイドの活用法を提示し、住民による利用を促進し、他団体とのコラボ企画にもつなげたい。 

・ガイドに詳細説明を寄せていただいた各市町村の学芸員等を招いた「オンライントーク番組」

を開催し、ウォーキングガイドの高度活用を図るとともに、一般への浸透を目指す。 

・６市町村の別エリアを対象とした「ウォーキングガイド第３集」を来年度において制作するこ

とを予定している。制作のためのロケハンウォークに際しても一般住民の参加を歓迎する。 

 


